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１ 行政のデジタル化の推進・検討状況は 

 

国では令和３年９月にデジタル庁が発足し、行政のデジタル化の推進への取組みが本格化した。 

本町では令和２年 10 月に ICT 利活用ワーキンググループを設置し、デジタル化の取組みについて

検討を開始した。そして、令和３年 10月に「開成町DX推進計画」を策定し、令和４年４月の機構改

革でデジタル行政推進班が設置され、デジタル化への検討が本格的に始まった。 

新しい班が設置され、８ヶ月余りが経過したが、本町のデジタル化の検討状況と取組みの進捗状況

を問う。 

また、マイナンバーカード交付においては、国は令和４年度末にほぼ全国民にマイナンバーカード

が普及することを目指しているが、町の交付状況と今後の取組みが重要と考え、以下の項目について

問う。 

 

１ 令和３年度に押印の見直しの方針が示されたが、どのような手続きが変わったか。 

２ 令和４年度に取り組んでいるデジタル化の施策はどのようなものがあるか。 

３ 高齢者のデジタル化に向けた取組み状況は。 

４ マイナンバーカードの交付状況及び普及促進に向けた取組みは。 

５ 今後考えられる、町民の利便性の向上につながる行政のデジタル化の検討状況は。 

 

 

 

 

 

 


